
－ 23 －

第４章� doi: 10.18999/bulsea.63.23

生物臨海実習

西　川　陽　子・川　本　和　美

（１）仮説

　実物による学習を通じ、生命現象、自然に対する理解
を深めることを目標とする。

（２）学習方法

・期　間：平成29年７月21日（土）〜７月22日（日）　
一泊二日

・場　所：名古屋大学大学院理学研究科附属菅島臨海実
験所（三重県鳥羽市菅島町）

・参加者：高校２年生　生物選択者のうち12名

（３）実践内容

・磯採集と採集生物の分類と講義
・タコノマクラの採卵採精、受精と発生過程の観察
・夜光虫観察
・プランクトン採集と観察

（４）評価

　ウニは人工受精が簡単にでき、年間を通じて実験が可
能な生物であるが、高校２年生時にウニの発生に関する
学習を行っても、通常授業において実際に観察を行うこ
とは難しい。そこで、今回の臨海実習では、タコノマク
ラを用いて発生過程の観察を中心に行うことができた。
実際に目で見て、手を動かすという行動によって、教室
で学んだ内容の理解をさらに深めることができ、生物の
多様性に気づき、生命現象の不思議さを体験することが
できた。これは、我々の期待通りであり、生命現象や自
然に対する理解を深めることができ、目標を達成できた
といえる。
　また、実習後に、磯採集で見つけた生物やタコノマク
ラの発生について、校内にてポスター提示をする機会を
もうけたり、「生物」の授業で発表を行ったりした。今
後はさらにそれを発展させたいと思う。
 （文責　西川陽子）
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